
別紙-1 

情報セキュリティへの対応 

 

① 個人情報に配慮した実験 

評価会における審議過程において、空港利用者など一般の方が映り込む映像を取り

扱う実験となるため、個人情報に関する事項については特に配慮すべきとの提言を頂

き、実証実験を進めるに当たり「個人情報保護に関する基本指針（プライバシーポリ

シー）」を独自に定め、その目的や情報の安全管理措置などを明確化し、公表の上、

実施しました。 

 

② 技術情報に配慮した実験 

評価会では、各参加事業者が持ち寄った技術には開発途上のシステムも含まれてい

ることを想定し、個人情報と同様に技術に対する機密保持についても配慮が必要との

提言を頂きました。実証実験を

進めるに当たり、各参加事業者

はもちろんのこと、評価会の各

委員に至るまで情報を取扱う関

係者に対し、守秘義務を徹底の

上で実施しました。また、評価会

に提出された技術情報、警備情

報を含む全ての資料は、非公表

非公開としました。 

 

③ 空港利用者へ配慮した実験 

実証実験を実施した空港ター

ミナルビルにおいては、その現

場に実証実験実施中を示すポス

ターを掲示し、実験の目的・方

法・プライバシーポリシー策定

などを空港利用者の目に見える

形で明確に示し実施しました。 

 

  ④ 情報の破棄 

    実証実験で各参加事業者が取得した個人情報は、プライバシーポリシーに記載した

とおり、平成 31年 1月 31 日までに破棄しました。 

 

以上について対応し実証実験を行った結果、円滑に実証実験を進めることができ、広く

空港利用者からご理解を頂いたものと思います。 


